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B10
　　 　エ ラ ス チ ン 架橋 形 成 反 応 の

モ デル と し て の 卵殻 膜 中 の カ タ ラ
ーゼ と

　　 共 役 し た リジ ル オ キ シ ダーゼ

赤 川 貢 、須 山 享 三 （東 北 大 院 ・農 ・応 生科 ）

【目的】 卵殻 膜 は エ ラ ス チ ン 様 タ ン パ ク質 と コ

ラ
ー

ゲ ン を含 む 繊 維状 の 不 溶 性 タ ン パ ク質 で あ

り、輸 卵 管 の 峡 部 にお い て リジル オ キ シ ダーゼ

（LOX ）に よ る 架橋 化 を経 て 生 合 成 さ れ る ．我 々

は 鶏卵卵 殻膜 中 に 力 タ ラ
ーゼ と共 役 した LOX

活性 を見 い だ し、そ の 諸性質 と架 橋形 成 へ の 関

与 を調べ る こ と を 目的 と し た 、、

【材 料 と 方法 】 卵殻 膜 は市 販 の 鶏 卵 か ら採 取 し、

水 洗 し て か ら用 い た 。 アル デ ヒ ドは 2．4一ジ ニ ト

ロ フ ェ ニ ル ヒ ドラ ゾ ン と し HPLC に よ り、 HP ．

は Ti（so4）2 発 色法 に よ る 分光分析で 定 量 し た 。

【結 果 】卵殻膜 を N α
一ア セ チ ル リ ジ ン と イ ン キ

ュ ベ ー トす る こ とに よ り N α 一ア セ チ ル ア リ シ ン

とそ の ア ル ド
ー

ル 縮 合物 で あ る N α 一ア セ チ ル ア

リシ ン ア ル ド
ー

ル が 生成 した 。 同様 に基 質 と し

て ブ チ ル ア ミ ン を用 い た と こ ろ 、 ブチ ル ア ル デ

ヒ ド、H
，
0

、
、及 び NH

，
の 生 成 が 確認 さ れ LOX

活性 を持つ こ とが示 さ れ た ．また 、生成 した H
，
02

を分解 す る カ タラーゼ が 卵殻膜 中に 存在す る こ

とを見 い だ した nLOX は H
，
02 の 共 存 下 で 活 性

化 し た こ とか ら、カ タ ラ
ーゼ と共 役 し た酵 素 系

を卵殻膜 が 持 つ こ とが 明 らか とな っ た n 卵 殻膜

中 の ア リ シ ン 、及 び リジ ン の 定 量 も行 っ た 、、

【考 察 】卵 白の 周 囲 に分 泌 され た LOX が 卵 殻膜

タ ン パ ク質 の 架橋化 を触媒 し、そ の ま ま卵殻膜

中に 残 っ た もの と考 え られ た u カ タラ
ーゼ との

共役 反応 に よ っ て 卵殻膜 は 短時間 に 効率 よ く合

成 さ れ 、ま た 、 有害な H
ユ
02 か ら胚 が 保護 さ れ て

い る と推 定 さ れ 、 卵殻 膜 の 創傷治 癒 作用 へ の

LOX の 関与が 予 想 さ れ た 。

【結論 】卵 殻膜 中 に は LOX と カ タ ラ
ーゼ が 存在

し、そ の 共 役 反 応 に よ り卵 殻膜の 架橋が 合 成 さ

れ る 。

B11
　　　　真皮多核 白血 球浸 潤 に 反応 す る表皮

ケ ラ チ ノサ イ トの エ ラ ス タ
ー ゼ イ ン ヒ ビタ

ー

（エ ラ フ ィ ン）の 発現

多 島新 吾 、 田中信彦 、 石 橋　明 （防衛医大 ・

皮）

エ ラ フ ィ ン は皮膚表皮 、 気管 、 肺な ど外界 に

接す る部位に存在す るエ ラ ス タ
ー ゼ イ ン ヒ ビ

タ
ー

で あり、 外界の 細菌感染な どに 防御 的 に

作 用 す る と 考え られて い る 。 我 々 は 真皮 に

PMN が 浸 潤す る皮膚 疾 患 （Sweet 病 、 血 管

炎、 急性細菌感染症 ） に おい て 、 正 常 皮膚で

は検 出で きない エ ラ フ ィ ンが表皮角層下で 著

明に発 現 して い る こ とを組織学的 に 認 め た 。

こ の 事実 は 、
PMN か ら放 出 され る 因子 が ケ

ラチ ノ サ イ トの エ ラ フ ィ ン 発現 を誘導 して い

る こ とが 示唆 された 。 こ れ を証 明す る ため に

培養ケ ラ チ ノサ イ トに PMN の 代 表 的サ イ ト

カイ ンで あ る IL−1　B 、
　 TNF 一α 、 及びエ ラ ス タ

ーゼ で 処理 して エ ラ フ ィ ン の 発現を検討 した 。

その 中の TNF 一
α は ケ ラ チ ノ サ イ トの エ ラ フ

ィ ン発現 を 3 〜 4倍亢進 させ た 。 真皮の PMN

浸 潤 に よ り炎 症が生 じるが 、 表 皮は炎症 が 及

ばな い よ うに 自ら防御す る ため にエ ラ フ ィ ン

を発現 して い る と考え られた 。
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